
の
制
服
の
展
示
、
記
念
グ
ッ
ツ
の

販
売
、
大
正
か
ら
昭
和
六
十
年
ま

で
の
写
真
約
二
五
〇
枚
を
展
示
し

ま
し
た
。
セ
ピ
ア
色
の
写
真
の
中

で
一
際
目
を
引
い
た
の
が
大
正
時

代
の
「
学
ば
せ
た
い
」
と
願
う
先

生
方
と
「
学
び
た
い
」
と
通
う
女

学
生
の
熱
い
眼
差
し
の
数
枚
の
写

真
で
し
た
。
今
年
の
百
周
年
記
念

桃
李
祭
に
は
昭
和
六
十
年
以
降
の

写
真
を
含
め
、
更
に
充
実
し
た
内

容
で
展
示
す
る
予
定
を
し
て
い
ま

す
。
　
百
年
の
歴
史
を
紐
解
く
と
き
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
桃
李

の
精
神
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
を
生
き
、
学
ぶ
同
窓
生
の
姿
が

目
に
浮
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
母
校
は
こ
れ
か
ら
も
更
に
発
展

し
て
参
り
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て

も
力
強
く
支
援
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
、
会

の
運
営
に
、
今
ま
で
以
上
の
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
六
月
の
総
会
も
前
年
同
様

遠
方
よ
り
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ

た
方
々
や
「
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
嬉
し
い
お
言
葉
を
か

け
て
下
さ
っ
た
方
等
、
昭
和
十
四

年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
卒
業

と
幅
広
い
年
齢
層
の
皆
様
が
集
い
、

和
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
全

国
ギ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞

の
ギ
タ
ー
部
の
清
々
し
い
演
奏
に

心
洗
わ
れ
る
一
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
顧
問
の
遠
藤
明

子
先
生
、
ギ
タ
ー
部
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
更
な
る

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
会
員

名
簿
の
作
成
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
が
、
皆
様
の
ご
支
援
の
も
と
八

月
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
九
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
桃
李

祭
に
同
窓
会
も
一
部
屋
お
借
り
し

て
、
同
窓
生
の
作
品
や
開
校
か
ら

同窓会会報
発　行

福 島 成 蹊 高 等 学 校
同 窓 会
福島市上浜町5- 1 0
電話（5 2 2）2 0 4 9
発行人　石　井　　都
印刷所　㈲三共印刷所

世
代
を
つ
な
ぐ

　
　
　
桃
李
の
絆

同
窓
会
会
長　
石
　
井
　
　
　
都

（
昭
和
41
年
度
卒
）

母
校
は
「
成
蹊
」
と
言
え
る
誇
り

2013年、福島成蹊学園設立100周年 記念事業：高校南校舎設立など

記念式典：2013年10月31日
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瓶
子
　
幾
子

（
昭
和
26
年
度
卒
）

　
「
同
窓
会
」
読
ん
で
字
の
如
し
、

こ
の
懐
し
い
響
き
、
同
じ
席
で
、

同
じ
話
題
で
、
あ
の
校
舎
を
ス
ミ

か
ら
ス
ミ
ま
で
、
我
を
忘
れ
て
充

分
に
語
り
会
え
る
同
窓
会
っ
て
い

い
も
の
で
す
ね
。

　
会
場
で
は
理
事
長
様
・
校
長
先

生
の
ご
挨
拶　
現
在
の
生
徒
達
の

進
学
状
況
や
邁
進
す
る
成
蹊
の
姿

を
沢
山
知
る
こ
と
が
で
き
感
激
し

て
き
ま
し
た
。

　
来
年
は
創
立
百
年
記
念
行
事
が

あ
る
こ
と
等
も
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
百
年
の
頂
点
に
巡
り
会

え
る
喜
び
を
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

て
参
り
ま
し
た
。

　
鈴
木
　
澄
子

（
昭
和
29
年
度
卒
）

　
私
達
卒
業
生
も
、
今
年
喜
寿
を

む
か
え
ま
し
た
。
何
度
か
同
窓
会

に
出
席
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、
何
時
も
思
う
事
は
在
校
生
の

部
活
の
様
子
を
見
さ
せ
て
頂
き
、

感
心
し
て
お
り
ま
す
。

私
達
は
在
学
中
は
、
学
先
生
に
三

年
間
担
任
を
し
て
頂
き
想
い
出
の

多
い
学
校
生
活
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
野
　
恭
子

（
昭
和
21
年
度
卒
）

　
和
気
あ
い
あ
い
の
会
場
が
弾
ん

だ
会
話
に
充
ち
あ
ふ
れ
、
夢
見
心

地
の
中
で
在
校
生
の
ギ
タ
ー
演
奏

に
至
福
の
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
卒
業
し
た
ば
か
り
の
男
女
の
ほ

ほ
え
ま
し
い
テ
ー
ブ
ル
を
見
つ
め

な
が
ら
、
ふ
と
遠
い
日
が
甦
り
ま

し
た
。
何
も
か
も
乏
し
か
っ
た
戦

後
の
日
々
を
、
ま
る
で
元
気
の
源

か
と
思
う
程
柔
道
の
受
身
で
汗
を

流
し
た
り
、
弁
論
大
会
に
で
て
情

熱
を
燃
や
し
た
学
生
時
代
の
過
ぎ

た
歳
月
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
娘
の
恩
師
、
遠
藤
和
臣
先
生
に

も
お
逢
い
出
来
ま
し
た
。

　
満
ち
足
り
た
時
を
過
し
、
高
ぶ

る
思
い
を
胸
に
帰
路
に
着
き
ま
し

た
。　

　

久
保
　
羯
鼓
（
和
子
）

（
昭
和
21
年
度
卒
）

　
今
浦
島
の
如
く
初
め
て
の
総
会

出
席
。
戦
時
中
の
私
達
は
学
校
で

爆
弾
を
背
負
っ
て
敵
陣
に
突
っ
込

む
南
京
袋
の
紐
付
け
を
奉
仕
。
福

島
に
一
発
爆
弾
投
下
ザ
ァ
ー
と
音
。

同
級
生
三
人
で
見
上
げ
慌
て
て
押

入
れ
に…

。
会
場
に
居
な
が
ら
走

馬
燈
の
様
に
あ
の
時
代
を…

。

　
華
や
か
な
席
で
あ
る
故
に
往
年

の
こ
の
様
な
封
印
し
て
た
も
の
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
様
で
あ
る
。

　
福
島
成
蹊
高
等
学
校
は
今
や
屈

指
の
有
名
校
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　
三
月
で
私
は
八
十
二
才
。
今
は

俳
句
が
”
命
“
で
す
。
俳
号
を
使

わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。　

同
窓
会
総
会
に
出
席
し
て

学
先
生
が
お
元
気
で
御
出
席
な
さ

る
時
は
、
私
達
も
出
来
る
限
り
出

席
し
よ
う
と
思
い
ま
す
が
何
分
に

も
私
達
も
年
老
い
て
お
り
ま
す
の

で
も
し
か
す
る
と
今
年
が
最
後
か

も
。
今
後
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の

発
展
を
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

佐
久
間
　
舜
介（

平
成
23
年
度
卒
）

　
こ
の
度
、
同
窓
会
総
会
に
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
は
当
初
緊
張
も
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
総
会
の
雰
囲
気
は

温
か
く
、
次
第
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

多
く
の
先
生
方
、
先
輩
方
の
お
話

な
ど
を
通
し
て
、
高
校
在
籍
時
と

は
少
し
違
っ
た
視
点
か
ら
成
蹊
高

校
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う

に
感
じ
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
総
会
に
で
き
る
限

り
出
席
し
、
成
蹊
高
校
を
通
し
た

繋
が
り
を
、
よ
り
深
い
も
の
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

　

大
石
　
裕
菜

（
平
成
23
年
度
卒
）

　
私
は
今
回
、
同
窓
会
総
会
に
出

席
し
、
幅
広
い
年
齢
層
の
卒
業
生

の
方
々
に
お
会
い
し
た
こ
と
に
よ

り
、
福
島
成
蹊
高
校
が
長
い
歴
史

を
築
き
上
げ
て
き
た
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
私
も
同

窓
会
幹
事
と
し
て
、
こ
の
歴
史
を

受
け
継
い
で
い
く
の
だ
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
し
た
、
こ
れ
か
ら
も
福
島

成
蹊
高
校
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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金子先生と共に

ギター部演奏

菅原先生を囲んで

菊田先生と共に

益田先生を囲んで

遠藤先生を囲んで



　
９
月
と
は
思
え
ぬ
暑
さ
の
中
、

お
運
び
下
さ
っ
た
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
記
念
グ
ッ
ツ
の
売
れ
行
き
も
好

調
で
し
た
。
同
窓
会
室
で
は
金
子

先
生
を
囲
み
、
話
題
は
学
生
時
代

の
事
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
　
今
年
の
桃
李
祭
は
、
さ
ら
に
中

身
を
濃
く
充
実
し
た
内
容
を
企
画

し
、
多
く
の
同
窓
生
の
来
校
を
役

員
一
同
ま
つ
て
お
り
ま
す
。

革
か
ら
汲
み
取
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
そ
の
先
達
の
皆
様
の
熱
き

想
い
が
、
今
大
き
な
流
れ
と
な
り

「
成
蹊
」
を
県
内
随
一
の
私
学
と

し
て
有
ら
し
め
て
い
ま
す
。

　
成
蹊
は
、
更
な
る
発
展
を
目
指

し
、
生
徒
の
学
習
環
境
を
整
え
る

べ
く
、
南
校
舎
の
新
築
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
な
し
に
は
成
し
得
ま

せ
ん
の
で
、
物
心
に
わ
た
る
ご
援

助
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
福
島
成
蹊
学
園
同
窓
生
の
皆
様

に
は
、
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の

こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
福
島
成
蹊
学
園
の
理

事
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
鈴
木
信
也
で
ご

ざ
い
ま
す
。
就
任
に
あ
た
り
お
願

い
を
含
め
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
園
も
今
年
、
創
立
百
周
年

を
迎
え
、
10
月
31
日
に
記
念
式
典

開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
創

立
当
時
の
血
の
滲
む
よ
う
な
教
師

と
生
徒
の
努
力
。
そ
こ
に
は
希
望

に
燃
え
、
学
び
へ
の
熱
い
想
い
が

流
れ
、
そ
れ
を
支
え
る
多
く
の
福

島
市
民
の
い
る
こ
と
が
百
年
の
沿

を
通
じ
様
々
な
場
面
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
様
子
を
実
感
致
し
ま
し
た
。

全
体
的
に
は
、
在
校
生
で
は
伝
え

き
れ
な
い
こ
れ
ま
で
に
辿
っ
た
歴

史
を
彷
彿
さ
せ
て
戴
い
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
百
周
年
記
念
の
『
世

代
を
つ
か
ぐ…

』
を
テ
ー
マ
に
実

施
し
ま
し
た
が
、
中
学
生
・
高
校

生
・
桃
李
の
会
・
同
窓
会
の
皆
様

が
一
体
に
な
り
、
99
年
の
歴
史
を

感
じ
る
大
変
意
義
深
い
も
の
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃

多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
こ
こ

ろ
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
９
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

桃
李
祭
に
つ
い
て
触
れ
さ
せ
て
戴

き
ま
す
。
来
る
百
周
年
に
繁
げ
る

と
言
う
意
味
も
あ
り
、
開
学
当
時

か
ら
今
日
ま
で
の
写
真
や
、
制
服

実
物
の
展
示
な
ど
は
特
に
目
を
引

く
も
の
で
し
た
。
加
え
て
同
窓
会

諸
氏
に
因
る
創
作
作
品
の
展
示
に

於
い
て
も
、
多
種
多
彩
な
も
の
が

展
示
さ
れ
、
思
わ
ず
釘
付
け
に
な

る
レ
ベ
ル
の
も
の
も
多
く
、
作
品

入学式出席
定例役員会
会報17号発送
会計監査
定例役員会
墓参（初代・４代校長）定例役員会
同窓会総会開催
定例役員会・総会反省会
定例役員会
会報18号編集会議
定例役員会
定例役員会
会報18号編集会議
定例役員会

定例役員会
会報18号編集会議
新幹事顔合わせ
定例役員会
同窓会入会式
卒業式

平成23年　
4月 8日

9日

25日
5月14日
6月12日
19日

7月 9日
9月10日
27日

10月 8日
11月12日
12月13日

17日
平成24年　
1月14日
24日
27日

2月 4日
29日

3月 1日

会　務　報　告福 島 成 蹊 高 等 学 校 同 窓 会 一 般 会 計 決 算 書
平成23年4月1日～平成24年3月31日

1 . 収入金額 2,137,835　2 . 支出金額 2,055,055　3 . 差引金額 82,780

特別積立金（平成24年3月31日現在）　12,764,494円　運営協力費（平成24年3月31日現在）173,360円  
上記帳簿及び関係書類について監査の結果正確であることを認めます
平成24年4月25日　　監事　杉内　文子　　木山　律子　

収 入 の 部
項 目
会 費
預 金 利 子
雑 収 入
繰 越 金
合 計
支 出 の 部
項 目
事 業 費
会 議 費
会報発行費
協 力 費
交 誼 費
通 信 費
旅 費
事 務 費
特別積立費
予 備 費
合 計

1,412,000
1,000
5,000
439,694
1,857,694

1,388,000
141

310,000
439,694
2,137,835

△24,000
△859
305,000

0
280,141

適　　用
4,000×347人
普通預金利子
総会御芳志･会費・寄附
前年度より繰越

500,000
100,000
200,000
400,000
50,000
200,000
5,000
150,000
200,000
52,694

1,857,694

695,363
37,609
190,575
342,680
25,286
144,026

0
419,516
200,000

0
2,055,055

増　　減
195,363
△62,391
△9,425
△57,320
△24,714
△55,974
△5,000
269,516

0
△52,694
197,361

適　　用
総会等
役員会、幹事会
会報第18号
全国大会激励、広告協賛等
慶弔費
切手、名簿補助等

印刷、人件費等
基金積立

（単位：円）

本年度予算額 本年度決算額

増　　減本年度予算額 本年度決算額

世
代
を
つ
な
ぐ

　
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

桃
李
祭 

同
窓
会
ブ
ー
ス

（単位：円）

理　
事　
長　
鈴
　
木
　
信
　
也

ご
　
挨
　
拶校　

　
　
長　
本
　
田
　
哲
　
朗

世
代
を
つ
な
い
だ
桃
李
祭

制服の変遷
大正～昭和まで

開校から昭和60年までの写真
校舎授業風景など
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山
科
　
直
枝（

昭
和
53
年
度
卒
）

　
通
算
五
回
の
委
員
会
を
開
催
し

内
容
は

一
、
記
念
講
演
者
の
選
定

二
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
等
の
企

画
、
運
営
に
関
す
る
事
等
を
検
討

し
会
場
、
講
演
者
を
決
定
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
具
体
的
に
内
容
を

事
務
局
と
連
携
し
、
検
討
し
て
行

く
予
定
で
す
。

　
　
丹
野
　
清
子（

昭
和
49
年
度
卒
）

　
創
立
時
か
ら
百
周
年
ま
で
の
歩

み
を
実
証
的
に
記
録
す
る
と
い
う

基
本
方
針
に
従
い
編
集
会
議
を
重

ね
て
お
り
ま
す
。
特
別
寄
稿
、
沿

革
史
、
思
い
出
、
抱
負
、
資
料

編
、
記
念
式
典
等
の
内
容
で
す
。

平
成
26
年
1
月
発
行
を
目
標
に
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
羽
田
　
き
く
の

（
昭
和
40
年
度
卒
）

　
数
回
の
会
議
を
持
ち
、
検
討
の

結
果
、
次
の
3
点
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

○
P
R
事
業
（
校
名
看
板
設
置
）

○
校
訓
碑
の
移
設
と
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
埋
設
（
開
封
百
二
十
周
年
）

○
記
念
表
彰
（
4
世
代
及
び
4
兄

弟
姉
妹
の
卒
業
・
在
籍
）

　
　
本
田
　
文
子（

昭
和
47
年
度
卒
）

　
百
周
年
記
念
桃
李
祭
と
位
置
付

け
、
そ
の
企
画
、
立
案
と
実
施
に

基
づ
き
、
学
校
、
学
園
、
桃
李
の

会
、
同
窓
会
と
の
連
係
を
密
に
取

り
く
ん
で
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
百
周
年
に
つ
な
が
る
桃

李
祭
を
計
画
中
で
す
。

　
　
小
林
　
征
子（

昭
和
35
年
度
卒
）

　
平
成
24
年
1
月
第
1
回
実
行
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
出
、
募
金
目
標
の
設
定
等

を
話
し
合
い
、
そ
の
後
7
月
、
8

月
と
会
を
重
ね
、
募
金
の
方
法
、

趣
意
書
作
成
、
募
金
活
動
開
始
予

定
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
御
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

昭和14年度卒業アルバムより

式
　
典

記
念
誌

記
念
事
業

桃
李
祭

募
　
金

百
周
年
記
念
委
員
会

報
　
告

百
周
年
記
念
委
員
会

報
　
告
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創立100周年記念
あなたにとっての母校は？



平
成
二
十
四
年
度
進
路
状
況

　
進
路
指
導
部
長　
二
瓶　
貴
之　

　
今
年
度
の
進
路
状
況
は
、
震
災

と
長
引
く
経
済
不
況
の
影
響
で
、

全
国
的
に
地
元
志
向
、
安
全
志
向

の
強
い
受
験
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
系
統
別
で
は
就
職
内
定
率

の
低
迷
に
よ
り
、
就
職
に
有
利
と

い
わ
れ
る
理
系
や
資
格
取
得
系
統

が
こ
こ
数
年
高
い
人
気
を
維
持
し

て
お
り
、
「
手
に
職
を
つ
け
る
」
こ

と
の
で
き
る
進
学
先
を
求
め
る
傾

向
が
強
い
状
況
で
す
。
就
職
に
つ

き
ま
し
て
は
、
全
国
的
に
は
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

県
内
で
は
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

の
中
で
、
本
校
の
進
路
状
況
は
進

学
、
就
職
共
に
例
年
並
み
に
推
移

し
て
お
り
ま
す
が
、
中
で
も
県
立

医
大
医
学
部
医
学
科
合
格
や
六
年

連
続
就
職
内
定
率
百
％
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
大

変
嬉
し
く
喜
ば
し
い
事
で
あ
り
、

百
周
年
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
三
月
中
旬
ま
で
大

学
の
一
般
入
試
が
続
い
て
ま
い
り

ま
す
。
生
徒
諸
君
の
三
年
間
の
努

力
の
結
晶
が
結
実
し
、
合
格
の
二

文
字
を
掴
み
志
望
進
路
実
現
が
で

き
ま
す
よ
う
今
後
も
教
職
員
一
同

精
一
杯
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成24年度 進路状況　平成25年2月14日現在（一部の学校のみ記載）
9名

26名

293名

22名

8名

62名

12名

国 公 立 大

文部科学省管轄外の大学校等

私 立 大

短 期 大 学

看護医療専門学校

専 門 学 校

就 職 内 定 者

平成23年度 合格状況　（一部の学校のみ記載）
68名

31名

575名

32名

24名

54名

10名

国 公 立 大

文部科学省管轄外の大学校等

私 立 大

短 期 大 学

看護医療専門学校

専 門 学 校

就 職 内 定 者

東京工業大2名、東北大3名、お茶の水女子大、横浜国立大、東京農工大、千葉大、電気通信大5名、新潟大4名、宇都宮大、
茨城大2名、富山大、山梨大、弘前大、山形大5名、秋田大、福島大25名、琉球大、高崎経済大2名、宮城大、
福島県立医大看護学部2名、会津大4名、岩手県立大、秋田県立大、釧路公立大

防衛大学校13名、航空保安大学校10名、海上保安大学校1名、防衛医科大高等看護学院3名、海上保安学校4名

成蹊大、専修大、駒澤大、日本大、武蔵野大、玉川大、東洋大、北里大、東京都市大、大東文化大、獨協大、帝京大、神奈川大、東北学院大、東北福祉大、盛岡大、
国際医療福祉大、文教大、白鴎大、日本歯科大、産業能率大、聖徳大、杏林大、京都橘大、城西大、関東学院大、新潟医療福祉大、千葉工業大、流通経済大、
宮城学院女子大、北海道医療大、群馬医療福祉大、東北文化学園大、つくば国際大、健康科学大、岩手医科大、城西国際大、いわき明星大、奥羽大　ほか

慶應義塾大、早稲田大、東京理科大、立教大、明治大、中央大、法政大、同志社大、立命館大、津田塾大、成蹊大、星薬科大、
明治薬科大、東京女子大、日本女子大、東京農大、武蔵野大、明治学院大、國學院大、日本大、東洋大、駒沢大、専修大　ほか

福島学院大短大部10名、桜の聖母短大10名、立教女学院短大、上智短大、埼玉医科大短大部、県立米沢女子短大、ほか

福島県立医大医学部、宇都宮大、山形大3名、福島大4名

防衛大学校12名、航空保安大学校3名、防衛医科大学校附属高等看護学院5名、海上保安学校6名

桜の聖母短大7名、福島学院大短大部4名、郡山女子大短大部1名、仙台青葉短大3名、埼玉女子短大1名、ほか

福島県立総合衛生学院1名、大原看護専門学校2名、仁愛看護福祉専門学校、福島看護専門学校2名、ほか

郡山情報ビジネス専門学校4名、国際ビューティーファッション専門学校3名、東北電子専門学校2名、ほか

自衛官候補生、佐川急便、アイテック（株）、（株）ニッテク、福島中央病院、（株）ハシドラック、ほか

福島県立総合衛生学院6名、大原看護専門学校5名、福島看護専門学校4名、ポラリス保健看護学院、東京都済生会看護専門学校、ほか

仙台ヘアメイク専門学校、仙台ビューティーアート専門学校、東京法律専門学校、仙台大原簿記公務員専門学区、ほか

福島製鋼（株）、日立オートモーティブシステムズ（株）、（株）ダイユーエイト、（株）ニッテク、キョウワプロテック（株）、ほか
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お
茶
の
水
女
子
大
学　
理
学
部
　

　
古
川
ひ
と
み
　
　

（
平
成
23
年
度
卒
）

　
私
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
理

学
部
情
報
科
学
科
で
勉
学
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。
と
て
も
真
面

目
な
人
が
多
く
、
そ
の
雰
囲
気

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
私
も
一
生

懸
命
勉
強
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
サ
ー
ク
ル
に
も
入
り
、
他

大
学
と
の
交
流
も
深
め
つ
つ

日
々
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
私
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
も
っ
と
専
門
的
な
も
の
に
す

る
こ
と
と
サ
ー
ク
ル
の
仕
事
を

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
釧
路
公
立
大
学　
経
済
学
部　

小
島
　
久
明
　
　

（
平
成
23
年
度
卒
）

　
自
分
を
見
つ
め
る
、
本
当
に

夢
を
追
い
か
け
る
こ
と
の
で
き

る
年
月
。
そ
れ
が
大
学
だ
と
思

う
。
誰
も
が
楽
し
め
る
と
は
限

ら
な
い
が
出
来
る
だ
け
自
分
の

信
じ
る
こ
と
を
行
い
、
大
切
な

友
人
や
趣
味
に
一
生
懸
命
に
生

活
し
て
い
る
。
高
校
生
活
が
今

の
自
分
を
形
作
っ
て
く
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
日
々
過
し
て
お

り
、
今
と
い
う
時
間
を
大
切
に

大
学
を
存
分
に
楽
し
む
つ
も
り

で
あ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

好評につき、残り少なくなりました。
お早めに事務局にてお求め下さい

●福島成蹊高等学校

　現制服冬服キューピー

●福島成蹊女子高校 

　旧制服ベストキューピー

創立100周年記念
オリジナルグッズ

ストラップ

マフラータオル

限定 各1,000枚

限定 500枚

限定 各1,000枚

限定 500枚
700円（税込）

500円（税込）

700円（税込）

500円（税込）



　
ま
た
３
学
期
は
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
の
記
録
係
と
し
て
カ
メ
ラ

や
ビ
デ
オ
の
撮
影
・
編
集
と
、
記

録
集
の
作
成
に
も
力
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。
新
入
生
歓
迎
会
や
桃
李

祭
で
は
ス
ラ
イ
上
映
を
し
て
い
ま

す
。

美
術
部

顧　
問　
加
藤　
貴
義　

豊
田　
明
愛　

　
美
術
部
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

意
欲
と
目
標
を
持
ち
、
作
品
制
作

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
人
数

は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
で
す
が
、

部
員
同
士
仲
良
く
い
き
い
き
活
動

し
て
い
ま
す
。
制
作
内
容
は
油
絵

や
水
彩
画
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン

な
ど
の
絵
画
制
作
や
七
宝
焼
な
ど

の
小
物
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
部

員
が
創
り
た
い
と
思
う
も
の
が
創

れ
る
環
境
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

て
人
間
的
に
成
長
で
き
る
部
活
動

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
目
標
を
体
現
で
き
る
集

団
に
な
れ
れ
ば
、
サ
ッ
カ
ー
の
技

術
は
も
ち
ろ
ん
、
人
間
的
に
も
成

長
し
、
周
り
か
ら
応
援
さ
れ
る

チ
ー
ム
に
な
る
と
信
じ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部

顧　
問　
増
子　
裕
一　

　
現
在
２
年
生
８
名
・
１
年
生
５

名
（
男
子
８
名
・
女
子
５
名
） 

の
13
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
活

動
日
は
月
火
金
の
週
３
日
間
で
す

が
、
検
定
前
や
大
会
前
は
毎
日
練

習
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
情
報
処
理
検
定
や
ワ
ー
プ

ロ
検
定
等
の
１
級
取
得
と
、
県
高

校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
の
上
位
入

賞
が
目
標
で
す
。
今
年
は
１
級
に

３
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
現
在
本
校
に
は
、
16
の
文
化
系

ク
ラ
ブ
と
12
の
運
動
系
ク
ラ
ブ
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
最
近
創
部

さ
れ
ま
し
た
部
活
動
を
中
心
に
、

活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
ク
ラ
ブ
も
活

発
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

顧　
問　
古
賀　
　
雅　

甚
野　
弘
輝　

　
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
『
挑
戦
・
誇

り
・
感
謝
』
と
い
う
チ
ー
ム
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
県
大
会
で
勝

つ
こ
と
を
目
標
に
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
で
創
部
三
年
目
の
ま
だ
ま

だ
歴
史
が
浅
い
チ
ー
ム
で
は
あ
り

ま
す
が
、
学
校
生
活
と
部
活
動
の

両
立
を
図
り
、
高
校
生
活
を
通
じ

　

高
倉
　
麻
子
さ
ん

（
昭
和
61
年
度
卒
）

　
各
年
代
の
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
（
W
杯
）
に
つ
な
が
る
日
本
代

表
で
は
初
の
女
性
監
督
と
な
り
、

U
|
17
（
17
歳
以
下
）
W
杯
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
会

と
し
て
も
跨
る
べ
き
快
挙
と
し
て

祝
福
す
る
と
共
に
、
高
倉
さ
ん
の

活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
高
倉
さ
ん
は
2
0
1
1
年
に
日

本
サ
ッ
カ
ー
協
会
最
高
ラ
ン
ク
の

指
導
者
資
格
公
認
S
級
を
取
得
し

た
３
人
の
女
性
指
導
者
で
も
あ
り

ま
す
。
昨
年
は
ア
ジ
ア
・
サ
ッ
カ

ー
連
盟
の
女
子
部
門
年
間
最
優
秀

コ
ー
チ
に
選
出
に
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
時
代
か
ら
全
日
本
代

表
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
１
９
９

６
年
ア
ト
ラ
ン
タ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。

　
同
窓
生
の
喜
び
と
し
て
、
高
倉

さ
ん
の
活
躍
を
祈
る
と
共
に
、
本

会
と
し
て
も
応
援
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

在
校
生
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

サ
ッ
カ
ー
女
子
U
|
16
代
表
監
督
就
任

　
作
品
発
表
は
県
美
術
展
や
県
高

校
美
術
展
な
ど
へ
の
出
品
、
成
蹊

展
、
桃
李
祭
な
ど
の
学
校
行
事
な

ど
で
積
極
的
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

顧　
問　
木
村　
秀
浩　

中
村　
善
之　

　
男
子
20
名
、
女
子
12
名
で
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
男
女
と
も
に
県
大
会
に
出
場
常

連
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
が
目
標
で

す
。
一
つ
で
も
多
く
の
試
合
に
勝

つ
こ
と
そ
の
た
め
に
、
誰
に
で
も

で
き
る
こ
と
を
、
だ
れ
に
も
で
き

な
い
く
ら
い
や
り
込
み
、
や
り
続

け
る
。
こ
れ
は
、
弱
者
が
強
者
に

挑
む
絶
対
条
件
で
す
。

　

か
わ
い
げ
の
あ
る
『
い
い
人

間
』
の
チ
ー
ム
、
思
わ
ず
応
援
し

た
く
な
る
チ
ー
ム
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
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高校時代の高倉さん



◆
退
職
さ
れ
る
先
生
方
◆
◆
◆
◆

教　
諭　
　
遠　
藤　
公　
士

教　
諭　
　
佐　
藤　
浩　
二

教　
諭　
　
村　
上　
　
　
博

教　
諭　
　
石　
川　
　
　
徹

◆
敬
弔
関
係
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

元
副
会
長　
木　
下　
玲　
子

一　

組　
　

長　

島　

圭　

亮

　
　
　
　
　

渡　

邉　

佳
奈
子

二　

組　
　

髙　

畑　

幸　

樹

　
　
　
　
　

仲　

江　

拓　

真

三　

組　
　

永　

田　

啓　

介

　
　
　
　
　

三　

浦　
　
　

悠

四　

組　
　

五
十
嵐　

悠　

貴

　
　
　
　
　

齋　

藤　

佑　

亮

五　

組　
　

小　

野　

友
梨
奈

　
　
　
　
　

吉　

田　

泰　

規

六　

組　
　

清　

野　

容　

平

　
　
　
　
　

渡　

邉　

恭　

子

七　

組　
　

伊　

藤　

あ
ゆ
み

　
　
　
　
　

髙　

橋　

伴　

明

八　

組　
　

氏　

家　

理　

奈

　
　
　
　
　

古　

農　

優　

也

九　

組　
　

平　

井　

亜　

美

　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　

慎

十　

組　
　

吾　

妻　
　
　

真

　
　
　
　
　

高　

野　

拓　

馬

十
一
組　
　

丹　

治　

恵
理
佳

　
　
　
　
　

丹　

野　
　
　

碧

　

記
念
す
べ
き
百
周
年
会
報
第
19

号
を
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。ど
う
ぞ
、ご
一
読
い
た
だ
き
、ご

意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
同
窓
生
の
皆
様
に
は
何
か
と
ご

支
援
を
賜
り
、
ま
こ
と
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
福
島
成
蹊
学
園
創
立

百
周
年
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

の
沿
革
を
た
ど
り
ま
す
と
、
教
育

に
当
た
っ
た
先
人
の
真
撃
な
想
い

と
生
徒
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
相

俟
っ
て
、
現
在
の
成
蹊
を
創
り
上

げ
、
会
員
２
万
５
千
名
を
越
え
る

大
同
窓
会
へ
と
発
展
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
創
立
以
来
、
女
子
教
育
に
90
年

間
情
熱
を
傾
け
、
地
域
に
絶
大
な

る
支
持
を
得
て
参
り
ま
し
た
が
、

成
蹊
の
持
つ
力
を
幅
広
く
貢
献
す

べ
く
共
学
校
と
な
り
９
年
を
経
過

し
ま
し
た
。
「
成
蹊
」
の
名
は
県

内
外
に
更
に
広
ま
り
、
そ
の
存
在

は
不
動
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

創
立
百
周
年
は
百
一
年
へ
の
ス

テ
ッ
プ
で
あ
り
、
百
五
十
年
・
二

百
年
と
続
く
た
め
の
礎
と
な
る
年

で
す
。
こ
の
意
義
あ
る
年
を
多
く

の
同
窓
生
の
皆
様
と
お
祝
い
で
き

る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
嬉
し
い
限

り
で
す
。
「
世
代
を
つ
な
ぐ
桃
李

の
絆
」
が
こ
の
百
周
年
を
機
に
一

層
強
く
結
ば
れ
ま
す
こ
と
を
、
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

福
島
成
蹊
学
園
参
事　
　
　
　
　

金
　
子
　
昭
　
七

百
年
は
次
へ
の
一
歩

新
　
　
幹
　
　
事

編
　
集
　
後
　
記

　

福
島
成
蹊
学
園
理
事
長
が

替
わ
り
ま
し
た
。平
成
25
年
１

月
31
日
㈭
近
野
輝
雄
理
事
長

が
勇
退
さ
れ
新
理
事
長
に
鈴
木

信
也
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

お
　
知
　
ら
　
せ
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平成5年度 卒業アルバムより 昭和38年度 卒業アルバムより

　

会
報
19
号
は
昭
和
26
・
36
・

46
・
56
・
平
成
４
・
９
・
14
年

度
卒
業
の
皆
様
に
送
付
い
た
し

ま
す
。
今
後
も
卒
業
年
度
を

追
っ
て
順
次
送
付
す
る
予
定
で

す
。
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
運
営
協
力
費
は
会
報
送

付
等
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
百
周
年

記
念
会
員
名
簿
・
記
念
グ
ッ
ズ

の
販
売
も
し
て
お
り
ま
す
。
ご

購
入
の
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
学
園
で
は
百
周
年
記
念

事
業
と
し
て
４
世
代
及
び
４
兄

弟
姉
妹
卒
業
・
在
籍
者
の
表
彰

を
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

該
当
者
の
情
報
を
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

ク
ラ
ス
会
開
催
の
場
合
は
、

名
簿
を
事
務
局
に
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。（
通
信
費
と
し
て
二

千
円
の
補
助
を
い
た
し
ま
す
。）

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

平成25年度 総会のお知らせ平成25年度 総会のお知らせ
● 日　時／平成25年6月23日（日） 午前10時30分～
● 場　所／ホテル福島グリーンパレス
● 内　容／総会　懇親会（アトラクション・吹奏楽部）
● 会　費／3,000円
● 問合わせ先／福島成蹊高等学校
　　　　　　　 同窓会事務局 TEL 024-522-2049


